
●
名
洗
港
活
用
の
意
向

　

宮
川
議
員　
地
球
温
暖
化
へ

の
対
応
を
、成
長
の
絶
好
の
機
会

と
と
ら
え
る
べ
く
2
0
2
0
年
、

政
府
は「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニュー
ト
ラ
ル
」を
宣
言
し
た
。

　
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ

に
向
け
た
こ
の
戦
略
に
お
い
て
、

洋
上
風
力
が
主
要
産
業
の一つ
に

位
置
付
け
ら
れ
、洋
上
風
力
発

電
は
、国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の一

翼
を
担
う
大
変
重
要
な
施
策
と

なって
い
る
。

●
庁
舎
再
整
備
の
ス
ケ
ジュー
ル

　
宮
川
議
員　
地
域
振
興
事
務

所
を
中
心
と
す
る
各
地
域
の
出

先
機
関
の
集
約
化
は
、香
取
地
域

を
皮
切
り
に
、山
武
、夷
隅
、安
房

と
続
き
、よ
う
や
く
海
匝
地
域
に

も
、順
番
が
回って
き
た
。

　
県
の
資
料
に
よ
る
と
、銚
子
地
区

で
は
、県
税
事
務
所
支
所
の
敷
地
に

新
庁
舎
を
建
設
し
、そ
こ
に
海
匝

保
健
所
と
銚
子
土
木
事
務
所
を

集
約
す
る
。旭
地
区
で
は
、海
匝
合

　

洋
上
風
力
発
電
は
現
在
、風

車
の
大
型
化
が
進
み
、発
電
設

備
の
設
置
や
維
持
管
理
の
た
め

に
は
、し
っ
か
り
と
整
備
さ
れ
た

岸
壁
や
大
型
資
機
材
を
取
り
扱

え
る
機
能
を
備
え
た
港
湾
施
設

が
必
要
不
可
欠
だ
。

　

ま
た
、事
業
期
間
が
20
年
〜

30
年
近
く
の
長
期
間
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
、継
続
か
つ
安
定
的
に
港

湾
施
設
の
利
用
が
確
保
で
き
る

こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、銚
子
市
沖
の

　
銚
子
市
・
香
取
郡
東
庄
町
選
出
の
宮
川
太
議
員
は
、2
月
県
議
会

の
予
算
委
員
会
に
登
壇
し
、令
和
4
年
度
予
算
案
を
中
心
に
、県
当

局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。特
に
、海
匝
合
同
庁
舎
の
再
整
備
ス
ケ

ジュー
ル
や
供
用
後
の
あ
り
方
、銚
子
沖
に
建
設
さ
れ
る
風
力
発
電

設
備
、国
道
3
5
6
号
の
渋
滞
解
消
、移
住
定
住
への
取
組
な
ど
海

匝
地
域
の
課
題
を
取
り
上
げ
た
。そ
の
質
疑
と
答
弁
を
お
伝
え
す
る
。

開
始
の
予
定
と
なって
い
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、洋
上
風
力

発
電
事
業
の
導
入
に
際
し
、名

洗
港
活
用
に
つ
い
て
発
電
事
業

者
の
意
向
は
ど
う
か
。

　

港
湾
課
長　
銚
子
市
沖
促

進
区
域
の
発
電
事
業
者
で
あ
る

「
千
葉
銚
子
オ
フ
シ
ョ
ア
ウ
ィ
ン

ド
」か
ら
、風
力
発
電
の
建
設
に

関
わ
る
人
員
輸
送
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
拠
点
と
し
て
名
洗
港
を
活

用
し
た
い
と
い
う
意
向
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
名
洗
港
活
用
へ
の
取
組

　
宮
川
議
員
　
発
電
事
業
者
に

よ
る
名
洗
港
の
活
用
に
向
け
、県

は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
港
湾
課
長　
発
電
事
業
者
に

よ
る
名
洗
港
の
活
用
に
対
応
す

る
た
め
、港
湾
施
設
の
規
模
及
び

配
置
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、

現
在
、県
で
は
年
度
内
を
目
途

に
、地
方
港
湾
審
議
会
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、港
湾
計
画
の
改
訂

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

●
名
洗
港
の
整
備
事
業

　

宮
川
議
員　
名
洗
港
は
、漂

砂
に
よ
る
埋
没
が
著
し
く
、か
つ

港
内
の
静
穏
も
確
保
で
き
て
い

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。令
和

海
域
が
洋
上
風
力
発
電
の
促
進

区
域
に
指
定
さ
れ
、発
電
事
業

者
の
公
募
が
行
わ
れ
て
、昨
年
12

月
、国
に
よ
り
、三
菱
商
事
グ

ル
ー
プ
や
中
部
電
力
グ
ル
ー
プ
か

ら
な
る「
千
葉
銚
子
オ
フ
シ
ョ
ア

ウ
イ
ン
ド
」が
発
電
事
業
者
に
選

定
さ
れ
た
。

　
同
社
の
事
業
計
画
に
よ
る
と
、

発
電
設
備
出
力
は
約
39
万
㌔
㍗

で
、高
さ
約
2
5
0
㍍
に
及
ぶ

巨
大
な
風
車
31
基
が
建
設
さ

れ
、2
0
2
8
年
9
月
に
運
転

4
年
度
の
名
洗
港
の
整
備
事
業

は
、ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
港
湾
課
長　
4
年
度
は
、港

内
の
静
穏
確
保
に
向
け
、既
設
防

波
堤
の
改
良
を
行
う
予
定
で
す
。

　
銚
子
市
沖
の
洋
上
風

力
発
電
事
業
の
2
0
2 

8
年
9
月
の
運
転
開
始
に
受
け

て
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
拠
点
と

な
る
名
洗
港
の
整
備
は
必
須
と

な
る
。

　
港
湾
計
画
の
改
訂
に
引
き
続

き
、必
要
な
予
算
を
確
保
し
た

上
で
、地
元
市
と
連
携
し
、防
波

堤
な
ど
の
港
湾
施
設
の
整
備
を

し
っ
か
り
取
り
組
む
よ
う
要
望

す
る
。

●
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
導
入

　
宮
川
議
員　
災
害
発
生
時

は
、県
の
出
先
機
関
も
、地
域
の一

機
関
と
し
て
、住
民
に
役
立
つべ

き
だ
と
考
え
る
。い
わ
ゆ
る
フェー

ズ
フ
リ
ー
の
視
点
が
、こ
れ
か
ら

の
庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う

２
月
県
議
会・予
算
委
員
会
に
登
壇
し
た
宮
川
太
議
員

7
年
度
か
ら
着
工

7
年
度
か
ら
着
工

7
年
度
か
ら
着
工

が
、銚
子
庁
舎
に
、フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
考
え
を
取
り
入
れ
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
資
産
経
営
課
長　
新
た
な
庁

舎
の
整
備
に
当
た
って
は
、平
常

時
か
ら
災
害
時
へ
の
業
務
の
切

替
え
が
円
滑
に
行
わ
る
よ
う
な

執
務
室
の
配
置
に
配
慮
し
、災

害
時
の
庁
舎
の
活
用
方
法
等
に

つい
て
も
、地
元
市
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
産
と
漁
港
の
事
務
所
は

　
宮
川
議
員　
銚
子
市
内
に

は
、水
産
事
務
所
と
漁
港
事
務

同
庁
舎
を
旭
高
等
技
術
専
門
学

校
のグ
ラ
ウン
ド
に
建
て
替
え
る
。匝

瑳
地
区
で
は
、市
役
所
に
隣
接
す

る
県
有
地
に
、地
区
保
健
セン
タ
ー

と
海
匝
農
業
事
務
所
、海
匝
土
木

事
務
所
を
集
約
す
る
も
ので
あ
る
。

　

令
和
4
年
度
予
算
と
し
て

は
、土
壌
や
地
質
の
調
査
費
や
基

本
設
計
な
ど
を
行
う
た
め
の
経

費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、整
備

期
間
は
、銚
子
地
区
が
令
和
10

年
度
、旭
、海
匝
地
区
は
令
和
9

年
度
と
なって
い
る
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、来
年
度
の
着

手
か
ら
供
用
開
始
に
至
る
ま
で

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
なって
い
る
の
か
。

　
資
産
経
営
課
長　
銚
子
、旭
、

匝
瑳
の
3
地
区
と
も
、

・
令
和
4
年
度
に
、基
本
設
計
や

地
質
調
査
等
に
着
手
し
、令
和

5
年
度
か
ら
6
年
度
に
か
け

て
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

・
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、令
和
７
年

度
か
ら
庁
舎
の
建
設
工
事
に
向

け
た
手
続
き
に
着
手
し
、令
和

9
年
度
中
に
供
用
を
開
始
す

る
予
定
と
なって
い
ま
す
。

●
工
事
に
伴
う
仮
移
転

　
宮
川
議
員
　
県
税
事
務
所
銚

子
支
所
や
海
匝
保
健
所
は
、仮

移
転
が
必
要
だ
と
思
う
が
、ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
資
産
経
営
課
長　
旭
県
税
事

務
所
銚
子
支
所
及
び
海
匝
保
健

所
の
仮
移
転
先
に
つい
て
は
、銚

子
市
内
の
県
有
地
を
考
え
て
お

り
、今
後
、執
務
室
の
規
模
や
移

転
に
向
け
た
ス
ケ
ジュー
ル
等
の

詳
細
を
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
。

所
が
あ
る
。こ
の
二
つ
の
事
務
所

は
、今
回
、集
約
化
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
が
、そ
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
資
産
経
営
課
長　
両
事
務

所
に
つい
て
は
、現
在
、「
県
有
建

物
長
寿
命
化
計
画
」の
第
Ⅱ
期

と
し
て
、令
和
9
年
度
ま
で
に
整

備
着
手
す
る
施
設
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
、関

係
部
局
と
連
携
し
て
整
備
内
容

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
事
業
期
間
は
令
和
9

年
、10
年
と
長
い
事
業

に
な
る
の
で
、地
元
市
と
連
携

し
、地
元
住
民
に
丁
寧
な
説
明

を
心
が
け
、着
実
な
事
業
の
進

捗
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、新
し
い
庁
舎
が一日
も

早
く
供
用
さ
れ
、地
域
行
政
の

中
核
施
設
と
し
て
貢
献
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

　
銚
子
市
・
香
取
郡
東
庄
町
選
出
の
宮
川
太
議
員
は
、2
月
県
議
会

の
予
算
委
員
会
に
登
壇
し
、令
和
4
年
度
予
算
案
を
中
心
に
、県
当

局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。特
に
、海
匝
合
同
庁
舎
の
再
整
備
ス
ケ

ジュー
ル
や
供
用
後
の
あ
り
方
、銚
子
沖
に
建
設
さ
れ
る
風
力
発
電

設
備
、国
道
3
5
6
号
の
渋
滞
解
消
、移
住
定
住
への
取
組
な
ど
海

匝
地
域
の
課
題
を
取
り
上
げ
た
。そ
の
質
疑
と
答
弁
を
お
伝
え
す
る
。

海匝地域の
新合同庁舎

災
害
時
に
庁
舎
活
用
へ

31
基
の
風
力
発
電

銚
子
沖

要望

要望
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再質問する宮川議員

●
新
年
度
の
移
住
定
住
事
業

　
宮
川
議
員
　
香
取
・
東
総

ゾ
ー
ン
は
高
齢
者
の
割
合
が
県

全
体
よ
り
比
較
的
高
く
、将
来

的
に
も
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。こ
の
ゾ
ー
ン

の
活
力
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、地

域
の
魅
力
を
発
信
し
、移
住・定

住
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、来
年
度
当
初
予

算
に
お
け
る
移
住・定
住
促
進

事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
総
合
企
画
部
長　
当
該
事
業

は
、移
住・定
住
の
機
運
が
高
ま
る

中
、移
住
先
と
し
て
本
県
を
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、令
和
4
年

10
月
及
び
11
月
を「
ち
ば
移
住

推
進
月
間
」と
位
置
づ
け
、こ
の
期

間
を
中
心
に
、都
内
の
在
勤・在
住

者
を
タ
ー
ゲッ
ト
に
、様
々
な
ラ
イ

こ
と
な
ど
を
予
定
し
てい
ま
す
。

　

移
住
を
決
断
す
る
上

で
重
要
と
な
る
雇
用
や

住
環
境
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て

も
、地
域
の
特
色
と
併
せ
て
積
極

的
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
移
住
相
談
体
制
の
方
法

　

宮
川
議
員
　
移
住
相
談
体

制
を
充
実
さ
せ
る
と
の
こ
と
だ

が
、ど
ん
な
事
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

　

政
策
企
画
課
長　
こ
れ
ま
で

市
町
村
と
連
携
し
た
移
住
相
談

会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、来
年
度
は
更
に
、都
内

で
の
相
談
機
能
充
実
を
図
る
た

フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
本
県

の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、移
住
相
談
体
制
の
充

実
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
情
報
発
信
の
手
段

　
宮
川
議
員
　
多
く
の
移
住
者

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、様
々

な
情
報
発
信
が
必
要
だ
と
思
う

が
、何
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
政
策
企
画
課
長　
情
報
発
信

●
銚
子
バ
イ
パ
ス
の
状
況

　

宮
川
議
員　
国
道
3
5
6

号
は
、銚
子
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
鮮
魚
な
ど
を
、首
都
圏
他
へ
供

給
す
る
物
流
機
能
を
有
す
る
と

と
も
に
、地
域
の
経
済
活
動
や
観

光
産
業
等
を
支
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、慢
性
的
な
渋
滞
が

発
生
す
る
な
ど
課
題
が
あ
り
、

県
で
は
、銚
子
市
と
東
庄
町
の

2
箇
所
で
、バ

イ
パ
ス
事
業
を

進
め
て
い
る
。

　

銚
子
バ
イ
パ

ス
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部

長　
銚
子
バ
イ

パス
は
、銚
子
市

大
橋
町
か
ら
小

船
木
町
ま
で
の

8・2
㎞
のバ
イ
パ

ス
で
、こ
れ
ま
で

に
小
船
木
町
側

の
3・3
㎞
を
供

用
し
てい
ま
す
。

め
、ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
に
本
県
専
属
の
相
談
員
を

設
置
し
、移
住
検
討
者
に
、き
め

細
や
か
な
相
談
対
応
を
行
う
こ

と
で
、本
県
への
移
住
者
の
増
加

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
専
属
相
談
員
の
設
置

に
よ
り
、き
め
細
か
な

対
応
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、大
変
期
待
し
て
い
る
。移

住
を
検
討
し
て
い
る
方
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
候
補
地
を
的
確

に
紹
介
す
る
こ
と
で
、市
町
村

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
成
功
率
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

す
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
に
す
る
理
由

　

宮
川
議
員　
新
年
度
当
初

予
算
で
、スマ
ー
ト
フ
ォン
を
使
い

「
G
O
G
O
房
総
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ

ン
ト
ラ
リ
ー
キ
ャ
ンペ
ー
ン
事
業
」

を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
を
紙
で
は

な
く
、デ
ジ
タ
ル
と
す
る
理
由
は
。

　

観
光
誘
致
促
進
課
長　
本

事
業
は
、スマ
ー
ト
フ
ォン
等
で
特

設
ウェブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
上
の
地
図
に
示
さ
れ
た
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
って
、楽
し
ん
で
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
で
実
施
す
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、画
面
上
で
道
順
を

進
む
バ
イ
パ
ス
整
備

の
手
段
につ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま

で
県
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
等
に
よ
り
各

地
域
の
特
色
や
住
ま
い
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、来
年
度
か
ら
新
た
に
、移
住

者
の
経
験
談
な
ど
を
紹
介
す
る

動
画
に
よ
る
広
報
や
、イ
ンフ
ルエ

ン
サ
ー
が
実
際
に
二
地
域
居
住
を

体
験
し
、そ
の
様
子
や
感
想
を

S
N
S
に
お
いて
随
時
発
信
す
る

　
現
在
整
備
中
の
長
塚
町
か
ら

芦
崎
町
ま
で
の
3
㎞
に
つ
い
て

は
、高
田
川
を
わ
た
る
橋
梁
工

事
や
道
路
改
良
工
事
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、事
業
の
進
捗
率
は

事
業
費
ベ
ー
ス
で
87
％
で
す
。

　

引
き
続
き
、令
和
5
年
度
ま

で
の
供
用
に
向
け
、事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
小
見
川
東
庄
バ
イ
パ
ス
の
状
況

　
宮
川
議
員
　
小
見
川
東
庄
バ

イ
パ
ス
は
ど
う
か
。

　

道
路
整
備
課
長　
小
見
川

東
庄
バ
イ
パ
ス
は
、東
庄
町
新
宿

か
ら
香
取
市
小
見
川
ま
で
の
8・

7
㎞
の
バ
イ
パ
ス
で
あ
り
、こ
れ

ま
で
に
香
取
市
側
の
4・7
㎞
を

供
用
し
て
い
ま
す
。

　
残
る
東
庄
町
側
の
4
㎞
に
つい

て
は
、現
在
、黒
部
川
を
わ
た
る

橋
梁
工
事
や
道
路
改
良
工
事
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、事
業
の
進

捗
率
は
89
％
と
なって
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、令
和
5
年
度
ま

で
の
供
用
に
向
け
、事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
広
域
農
道
の
状
況

　

宮
川
議
員　
広
域
農
道・東

総
台
地
地
区
は
、銚
子
市
長
塚

町
か
ら
東
庄
町
小
南
ま
で
の
東

総
台
地
を
縦
貫
し
、農
水
産
物

流
通
の
柱
と
し
て
整
備
が
進
め

ら
れ
、首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

広
域
農
道・東
総
台
地
地
区

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

耕
地
課
長　
東
総
台
地
地

区
は
、計
画
延
長
10・6
㎞
の
う

ち
、9・2
㎞
で
、既
に
供
用
を
開

始
し
て
お
り
、現
在
、橋
梁
を
含

む
残
り
の
1・4
㎞
に
つ
い
て
工

事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
3
年
度
末
に
橋
梁
の
上

部
工
が
完
成
す
る
予
定
で
、令

和
5
年
度
の
全
線
供
用
に
向
け

て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
道
下
総
橘
停
車
場
東
城
線

　

宮
川
議
員　
県
道・下
総
橘

停
車
場
東
城
線
は
、国
道
3
5 

6
号
と
交
差
し
、茨
城
県
と
の
交

流
も
担
う
重
要
な
道
路
で
あ
る
。

し
か
し
、線
形
が
悪
く
幅
員
が
狭

い
こ
と
な
ど
か
ら
、県
で
は
バ
イ
パ

ス
事
業
を
進
め
てい
る
。

　

県
道
下
総
橘
停
車
場
東
城

線
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

道
路
整
備
課
長　
県
道
下

総
橘
停
車
場
東
城
線
で
は
、東

庄
町
新
宿
か
ら
宮
本
ま
で
の
2・

6
㎞
の
バ
イ
パ
ス
を
整
備
し
、こ

れ
ま
で
に
谷
津
か
ら
宮
本
ま

で
の
1
・
6
㎞
を
供
用
し
て
い

ま
す
。

　

残
る
1
㎞
区
間
に
つい
て
は
、

現
在
、用
地
取
得
率
が
99
％
と

な
って
お
り
、令
和
5
年
度
の
供

用
を
目
指
し
、橋
梁
工
事
や
道

路
改
良
工
事
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
道
3
5
6
号
バ
イ

パ
ス
2
路
線
、広
域
農

道
東
総
台
地
区
、県
道
下
総
橘

東
城
線
に
つ
い
て
は
、ど
れ
も

令
和
5
年
度
が
供
用
目
標
と

な
っ
て
い
る
の
で
、遅
れ
る
こ
と

な
く
確
実
に
整
備
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

●
猿
田
地
先
の
道
路
改
良
工
事

　
宮
川
議
員　
県
道
銚
子
旭
線

は
幅
員
が
狭
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
、

早
期
の
事
業
化
が
必
要
だ
。

　

県
道
銚
子
旭
線
、銚
子
市
猿

田
地
先
の
道
路
改
良
事
業
の
取

組
状
況
は
ど
う
か
。

　
道
路
整
備
課
長　
事
業
再
開

に
あ
た
り
、地
元
の
意
向
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、事
業
への
協
力
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、現
在
、道

路
予
備
設
計
や
測
量
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
道
銚
子
旭
線
は
、

広
域
農
道
の
開
通
に
伴

い
、大
型
車
の
交
通
量
が
増
え

た
。幅
員
が
狭
い
現
状
か
ら
、大

き
な
事
故
が
起
こ
る
前
に
、猿

田
地
先
の
道
路
改
良
工
事
に
つ

い
て
、一日
も
早
く
着
手
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

確
認
で
き
る
こ
と
で
、初
め
て
の

場
所
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
着
け
る
こ

と
、訪
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
ウェブ
上

に
記
録
す
る
こ
と
で
、ス
タ
ン
プ

帳
を
携
帯
せ
ず
周
遊
で
き
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ッ
ト
選
定
の
方
法

　
宮
川
議
員
　
デ
ジ
タ
ル
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
千
葉
県
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、ど
れ
だ
け
多
種
多
様

な
ス
ポ
ッ
ト
を
選
定
で
き
る
か

が
重
要
だ
と
思
う
が
、ど
う
進

め
る
の
か
。

　

観
光
誘
致
促
進
課
長　
G 

P
S
機
能
を
活
用
し
て
ス
ポ
ッ

ト
を
設
定
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、海
岸
な
ど
ス

タ
ン
プ
台
を
設
置
で
き
な
い
場

所
や
、観
光
案
内
板
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
隠
れ
た
名
所
な
ど
、

多
種
多
様
な
ス
ポ
ッ
ト
を
設
定

し
、千
葉
県
の
魅
力
を
案
内
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
県
に
は
、ま
だ一般

に
知
ら
れ
て
い
な
い
様
々

な
魅
力
の
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

も
あ
り
、県
内
観
光
需
要
の
回

復
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、地

域
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報

発
信
に
力
強
く
取
り
組
む
こ
と

を
要
望
す
る
。

銚
子・小
見
川
東
庄
令
和
５
年
度
ま
で
に
開
通

Go Go　房総Go Go　房総Go Go　房総Go Go　房総
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を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

な
く
、デ
ジ
タ
ル
と
す
る
理
由
は
。

事
業
は
、スマ
ー
ト
フ
ォン
等
で
特

設
ウェブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
上
の
地
図
に
示
さ
れ
た
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
って
、楽
し
ん
で
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
で
実
施
す
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、画
面
上
で
道
順
を

　　キャンペーン　　キャンペーン

デジタルで気楽に

北総へ北総へ
移住・定住移住・定住

要望

要望

要望

要望要望
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